
比和牛供養田植 (広島県無形民俗文化財)

比和町では４年に１回､ ｢比和牛供養田植｣ が披露
されます｡
この伝統芸能は､ 太鼓踊りの技法が原形のまま伝承
されているのが特色で､ 農宝の旗を背にした供養牛20
頭による勇壮な代掻

しろか

きは県内最大級です｡
サゲ・太鼓の調子に合わせて早

そう

乙
と

女
め

がにぎやかに田
植えを行い､ 田んぼ一面が次第に緑に覆われていく景
色は人々を魅了します｡ その景色は､ 忘れかけていた
郷愁や､ お互いに助け合って暮らした里山の原風景そ
のものです｡
現在では､ 比和中学校の年中行事として伝承活動も
続けられています｡
５月25日(日)には､ ４年ぶりにこの伝統芸能が楽し
めます｡ 太鼓打ちが後ろにそり､ 笠で水をすくう妙技
も見られるかも知れません｡ 壮大な田園絵巻を見に､
ぜひおいでください｡ 若林隆志 (比和町)

次世代へ引き継ぎたい有形・無形
の財産の中から､ 市民が庄原市全
体の宝として選ばれたものを紹介
するコーナーです｡ 自然・歴史・
文化・生活・産業など､ 各分野か
らご推薦ください｡

応募方法
名前と住所をご記入のうえ､ ｢ここ
が好き｣ ｢ここがすばらしい｣ ｢こん
な保全活動をしている｣ など､ ”庄
原の宝”への思い入れなどを200字
程度にまとめ､ 写真１枚を添付して､
郵送またはメールでご応募ください｡

応募先
〒727-8501
庄原市中本町一丁目10番1号
庄原市企画課広報統計係�0824-73-1159
メール kikaku-toukei@city.shobara.
hiroshima.jp
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